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研究成果概要 
 
現在建設中のハイパーカミオカンデに用いる大型光電子増倍管の安定・高性能運用を

目指すため、現在大量製造中の性能評価・監視を行っている。毎月の頻度で約 100 本の

製造品を測定し、別途常時 100 本以上の長期安定性を評価している。特に、光電子増倍

管の詳細な性能を把握した上で性能安定性を確認でき、この取付に必要な保護カバーの

実証が大きく進展した。 
 
2024年度は光電子増倍管 16 本のゲインやレートの安定性を 1年以上の長期間で評価

し、問題なく安定に機能することが確認された。また、100 本の光電子増倍管を半年間

監視する測定を数回行い、不具合が時間に従って大幅に増加しないことを確認した。毎

月の確認を行った上で取付予定数の 7割を調達し、これらを保護カバーと組み合わせる

ための準備を始めている。 
 

 光電子増倍管を高水圧中で安全に用いるため、爆縮連鎖による損失を防ぐ保護カバー

の開発が大きく進展し、製造前の最終調整段階に進んだ。強度試験により重要な強度指

標を明らかにし、また品質仕様を完成させた。また、取付機構を改良してより安全に水



中で用いられるようになった。スペイン海上で爆縮連鎖抑止試験を行った結果、カバー

が壊れた場合にも周囲への破壊連鎖を抑止できることが分かり、十分な強度性能を持つ

ことを確認できたため、次年度からの製造が可能となった。 
 
光電子増倍管の詳細性能調査も行われ、磁場・印加電圧の違いで光入射位置による性

能の違いがどのように現れるかをロボットアームで精細にスキャンした。また、量子効

率の温度依存性を波長ごとに評価し、量子効率スペクトル分布の温度安定性を評価でき

た。サンプリングにより性能参照可能な事前キャリブレーションの準備も進んでいる。 
 
これら光電子増倍管とカバーをハイパーカミオカンデに取り付けるためのアセンブリ

手法の作業実証と、自動化を含む効率化の検討が進んだ。また、光検出面を構築するブ

ラックシートの特性調査と選出が進み、次年度の製造に向けた準備を行った。実際のハ

イパーカミオカンデ検出器の一部を再現し、光電子増倍管とカバーの取り付け基本行程

を評価し、検出器構築の事前準備の大きな進捗を得られた。 
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